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第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025年２月13日に公表いたしました2025年12月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本

日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．2025 年 12 月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異 
(2025 年１月１日～2025 年６月 30 日) 
                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する 
中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 96,500 50 500 280 ６円 05 銭 

今   回  実  績（Ｂ） 98,523 1,658 2,236 1,204 26 円 18 銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 2,023 1,608 1,736 924 － 

増   減   率（％） 2.1 － 347.2 330.2 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年 12 月期第２四半期） 
96,012 △127 410 △354 △7 円 68 銭 

 

２．第２四半期(中間期)連結業績予想と実績との差異の理由 

第２四半期連結累計期間の実績につきましては、国内事業において、環境配慮型商品等の販売拡

大と価格改定により全分野で売上高が増加したことに加え、販管費等の費用抑制により営業利益が

増加しました。海外事業においても、特に中国の市況低迷継続等により売上高は前年から減少した

ものの費用コントロール等により営業利益は増加しました。これに伴い、経常利益、親会社株主に

帰属する中間純利益も増加いたしました。 

上記の結果、上期については国内・海外ともに計画以上の利益を確保できましたが、下期におい

て、国内における物価上昇の継続による個人消費への影響や中国の市況低迷の継続、米国の関税政

策の国内外への影響等の不透明感から、現時点では通期の業績予想を据え置いています。 

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

   

  
以 上 


